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Abstract

This study attempted the survey of outdoor play in kindergarten and kindergarten teacher’s thoughts

on outdoor play.

The purpose of this study was to understand the survey of outdoor play in kindergarten and

kindergarten teacher’s thoughts on outdoor play. A questionnaire survey was performed. The results

are summarized as follows:

（１）Most kindergarten teachers think that outdoor play is important for fitness and performance,

exciting the senses, opening feelings, acquiring sociability. But outdoor playtime was uneven both

during the day and throughout the week.

（２）The types of outdoor play changed and remained the same over the years and generations.

（３）A statistical significance was recognized between awareness of the importance of curriculum and

outdoor playtime.

（４）The results suggested that the kindergarten teacher’s knowledge of fundamental movement and

basic moving ability, the effect of ultraviolet rays and other enviromental factors were insufficient.
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�．問 題

幼稚園での外遊びを考える場合、幼稚園カリキュ

ラムのガイドラインである幼稚園教育要領をおさえ

ておかなければならない。文部科学省は、２００８（平

成２０）年３月２８日に幼稚園教育要領の改訂を行い、

２００９（平成２１）年度から実施している。今回の改訂

は、生きる力の基礎を育成すること、豊かな心と健

やかな体を育成することを基本的なねらいとしてい

る（文部科学省、２００８）。幼稚園においては、教育

基本法及び学校教育法その他の法令並びにこの幼稚

園教育要領をガイドラインにし、創意工夫し、幼児

の心身の発達と幼稚園及び地域の実態に即応した適

切な教育課程を編成、実施していくことが必要であ

る。

幼稚園教育要領のねらい、内容のもとに各幼稚園

で教育課程、カリキュラムが編成され保育が展開さ

れているのであれば、幼児の健やかな「からだ」は

育つと考えられる。

しかし、全国的な視野でみると現実はそうではな

い。全国的にも子どもの体力の低下、運動能力の低

下が言われ、これ以上、下がりようがない危機的な

水準であると指摘している。その原因は、子どもを

取り巻く社会環境の変化（生活が便利になり、日常

的に体を動かすことが減少。外での遊びに必要な時

間、空間、仲間の減少 等）、保護者の意識の変化、

生活習慣の乱れ等があげられている（「平成１７年度

体力・運動能力調査結果」文部科学省、２００６）。

原因の一つとして子どもを取り巻く社会環境の変

化があげられているが、社会環境として幼稚園は変

化しているのであろうか。幼稚園においては外で遊

ぶ空間があり、遊ぶ仲間はいる。では、幼稚園に

通っている子どもたちは、体を動かしているのだろ

うか。どのような遊びをしているのであろうか。時

間的にはどのくらい遊んでいるのであろうか。ま

た、原因のひとつとして、保護者の意識の変化が挙

げられているが、幼稚園教諭の外遊びに対する意識

や幼稚園における外遊びの実態を把握しておく必要
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があると考える。

�．目 的

本研究では、幼稚園の外遊びの実態、幼稚園教諭

の外遊びの意識を把握することが目的である。

�．方 法

幼稚園の外遊びの実態、幼稚園教諭の外遊びに関

する意識をまず把握することが重要と考え、外遊び

に関する質問紙を作成し、質問紙調査を実施した。

１．対 象

対象は、京都府、大阪府、兵庫県、広島県の私立

幼稚園１０園の幼稚園教諭１００名である。

２．手続き

（１）調査期間：２００９年５月から６月

（２）調査手順：質問紙の配布および回答用紙の回収

は、各幼稚園の園長を通じて行った。回答にあたっ

ては無記名で、回答の得られた９２票（回収率９２．０％）

を分析の対象とした。

（３）調査項目とその内容：教諭の役職・担当クラス

といった基本属性、１週間のうちの外遊びの日数、

１日の外遊びの時間、外遊びの内容、保育における

外遊びの重要度、保育内容の重要度の順位等、幼稚

園の外遊びの実態と保育者の意識に関する内容であ

る。

（４）分析方法：幼稚園の外遊びの実態、幼稚園教諭

の外遊びに関する意識を把握するために、度数分布

と記述統計で、その特徴を検討した。さらに、外遊

びの実態と幼稚園教諭の意識の関連性についても検

討を加えた。１週間のうちの外遊びの日数、１日の

外遊びの時間に関しては、学年別に集計し、それ以

外の項目は、対象９２票のデータを一括して統計処理

を行った。

外遊びの時間の検定に関しては、３０分未満を１

点、３０分～１時間未満を２点、１時間～１時間３０分

未満を３点、１時間３０分～２時間未満を４点、２時

間～２時間３０分未満を５点、２時間３０分～３時間未

満を６点、３時間以上を７点と点数化し統計処理を

行った。

（５）統計処理：PSPW Ver.１７を用い、t 検定を用い

た。

�．結 果

１．アンケート対象の基本属性

アンケート対象の基本属性を図１に示した。

役職・担当クラスの割合は、園長６．５％、主任

８．７％、３歳児担当２７．２％、４歳児担当２３．９％、５

歳児担当２１．７％、フリー教諭１２．０％である。３～５

歳児の担当の割合は、大きな差がない。

２．保育における外遊びの重要度

保育における外遊びの重要度についての調査結果

を図２に示した。

最頻値は、「非常に重要と思う（８５．９％）」である。

保育において外遊びを、「非常に重要に思う」と「重

要に思う」を合わせると１００．０％であり、幼稚園教

諭の全員が外遊びが重要であると思っていることが

分かる。

３．保育活動の重要度の順位

保育活動の重要度の順位の調査結果を図３に示し

た。

保育活動の重要度の順位で１番にあげているもの

のパーセンテージは、保育室の自由な遊び９．８％、

保育室の音楽・造形活動７．６％、保育室の運動活動

１．１％、保育室の絵本・話し合い活動６．５％、戸外の

自由な遊び５３．３％、戸外の運動活動７．６％、戸外の

設定活動０．０％、散歩など０．０％である。

図１ 役職・担当クラス

図２ 保育における外遊びの重要度
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２番目までの累積パーセンテージは、保育室の自

由な遊び４５．７％、保育室の音楽・造形活動１５．２％、

保育室の運動活動２．２％、保育室の絵本・話し合い

活動１７．４％、戸外の自由な遊び６６．３％、戸外の運動

活動１５．２％、戸外の設定活動０．０％、散歩など４．３％

である。

欠損値が、各項目１７％以上見られる。

４．外遊びに関する意識について

（１）基礎体力

外遊びが基礎体力を身につけるために必要かどう

かの調査結果を図４に示した。

最頻値は、「非常にそう思う（６６．３％）」である。

「非常にそう思う」と「そう思う」を合わせると

９７．８％でほとんどの幼稚園教諭が、外遊びが基礎体

力をつけるために必要であると思っていることが分

かる。

（２）自然に触れ、五感を刺激

外遊びが自然と触れ、五感を刺激して遊ぶために

必要かどうかの調査結果を図５に示した。

最頻値は、「非常にそう思う（９０．２％）」である。

「非常にそう思う」と「そう思う」を合わせると

１００．０％であり、全員の幼稚園教諭が、外遊びが自

然と触れ、五感を刺激して遊ぶために必要であると

思っていることが分かる。

（３）気持ちの解放

外遊びが気持ちを解放して遊ぶために必要かどう

かの調査結果を図６に示した。

最頻値は、「非常にそう思う（７９．３％）」である。

「非常にそう思う」と「そう思う」を合わせると

９８．９％であり、ほとんどの幼稚園教諭が、外遊びが

図３ 保育活動の重要度の順位

図４ 基礎体力を身につける

図５ 自然と触れ、五感を刺激

図６ 気持ちの解放
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図７ 社会性を身につける

図８ 美的感覚を身につける

図１０ 身体を動かすように働きかけ

図１１ 子どもと一緒に身体を動かす

気持ちを解放して遊ぶために必要であると思ってい

ることが分かる。

（４）社会性

外遊びが友だちと遊ぶなどの社会性を身につける

ために必要かどうかの調査結果を図７に示した。

最頻値は、「非常にそう思う（６７．４％）」である。

「非常にそう思う」と「そう思う」を合わせると

１００％で、全員の幼稚園教諭が外遊びが、社会性を

身につけるために必要であると思っていることが分

かる。

（５）美的感覚

外遊びが美的感覚を身につけるために必要かどう

かの調査結果を図８に示した。

最頻値は、「そう思う（５６．０％）」である。「非常

にそう思う」２５．３％、「そう思う」５６．０％、「あまり

思わない」１８．７％、「全く思わない」０．０％である。

（６）規則正しい生活

外遊びが規則正しい生活を身につけるために必要

かどうかの調査結果を図９に示した。

最頻値は、「そう思う（５９．３％）」である。「非常

にそう思う」２８．６％、「そう思う」５９．３％、「あまり

思わない」１２．１％、「全く思わない」０．０％である。

（７）身体を動かすように働きかけ

外遊びの時、子どもが身体を動かすように働きか

けているかどうかの調査結果を図１０に示した。

最頻値は、「している（６５．２％）」である。「非常

にしている」１３．０％、「している」６５．２％、「あまり

していない」２１．７％，「全くしていない」０．０％で

ある。

（８）子どもと一緒に身体を動かす

外遊びの時、子どもと一緒に身体を動かして遊ぶ

ように心がけているかどうかの調査結果を図１１に示

した。

最頻値は、「している（６８．５％）」である。「非常

にしている」２８．３％、「している」６８．５％、「あまり

していない」３．３％、「全くしていない」０．０％で

ある。

図９ 規則正しい生活を身につける
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図１２ 子どもの発見に共感

（９）子どもの発見に共感

外遊びの時、子どもの発見に共感するように心が

けているかどうかの調査結果を図１２に示した。

最頻値は、「非常にしている（６４．１％）」である。

「非常にしている」と「している」を合わせると

１００．０パーセントで、全員の幼稚園教諭が子どもの

発見に共感していることが分かる。

５．外遊びの日数

幼稚園の保育で、一週間のうち何日外遊びをして

いるかについて、３歳児は図１３、４歳児は図１４，５

歳児は図１５に示した。

３歳児の最頻値は、「５日から６日（９０．２％）」で

ある。３歳児の１週間の外遊び日数は、「５日から

６日」が９０．２％、「３日から４日」が９．８％である。

４歳児の最頻値は、「５日から６日（９６．１％）」で

ある。４歳児の１週間の外遊び日数は、「５日から

６日」が９６．１％、「３日から４日」が３．９％である。

５歳児の最頻値は、「５日から６日（９７．９％）」で

ある。５歳児の１週間の外遊び日数は、「５日から

６日」が９７．９％、「３日から４日」が２．１％である。

６．１日の外遊びの時間

幼稚園の保育で１日の外遊び時間を、３歳児は図

１６、４歳児は図１７、５歳児は図１８に示した。

図１３ １週間の外遊びの日数（３歳児 N＝５１）

図１４ １週間の外遊びの日数（４歳児 N＝５１）

図１５ １週間の外遊びの日数（５歳児 N＝４９）

図１６ 外遊びの時間（３歳児）

図１７ 外遊びの時間（４歳児）

図１８ 外遊びの時間（５歳児）
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３歳 児 の 最 頻 値 は、「３０分～１時 間 未 満

（３５．３％）」である。

４歳児の最頻値は、「１時間～１時間３０分未満

（３４．０％）」である。

５歳児の最頻値は、「１時間～１時間３０分未満

（３８．３％）」である。

７．外遊びの内容

幼稚園の外遊びの内容を、図１９に示した。

幼稚園の外遊びで遊んでいる５０％以上の遊びは、

砂場、ブランコ、滑り台、鉄棒、雲梯、短縄跳び、

長縄跳び、フラフープ、スクーター、サッカー、鬼

ごっこ、かくれんぼ、団子作り、植物遊び、虫探し

であった。

８．保育者の意識と外遊びの時間の関係

保育内容の重要度で、戸外遊びを１番に挙げた幼

稚園教諭と２番以降に挙げた教諭の２群に分け、外

遊びの時間を点数化したものを表１に示した。

図１９ 幼稚園の外遊びの内容

表１ 保育内容の重要度と外遊びの時間の関係

戸外遊びの重要度 N X SD

３歳児
１番
２番以降

２７
１１

３．１５
２．５５

１．７４８
０．８２０

４歳児
１番
２番以降

２９
１２

３．５９
２．６７

１．６１５
０．６５１

５歳児
１番
２番以降

２３
１４

３．５７
２．５７

１．４７２
１．０１６
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各年齢ごとに t 検定を行ったところ、３歳児は有

意な差は見られなかった（p＝n.s.）が、４、５歳児

に関しては有意な差が見られた（４歳児 p＜０．０５、

５歳児 p＜０．０５）。

この結果と平均値を見ると、４、５歳児担当の幼

稚園教諭で、保育の中で戸外遊びが一番重要と思っ

ている幼稚園教諭は、それ以外の幼稚園教諭よりも

外遊び時間が長いと解釈できる。

�．考 察

１０園の調査結果から、幼稚園教諭の外遊びに対す

る意識と幼稚園の外遊びの実態の傾向が明確になっ

てきた。

１．外遊びに関する意識

ほとんどの幼稚園教諭が保育において外遊びは重

要であると感じている。そして、外遊びをすること

により基礎体力がつくこと、自然と触れ五感を刺激

すること、気持ちを解放する、社会性を身につける

等の要素があることも意識している。

しかし、規則正しい生活を身につけるでは、基礎

体力がつくこと、自然と触れ五感を刺激すること、

気持ちを解放する、社会性を身につけると度数分布

が違っている。「あまり思わない」を選択した幼稚

園教諭が１２．１％いた。生活リズムに関係する自律神

経、ホルモンの分泌等、幼児が外遊びをしている時

に外から受ける影響については認識が薄いと推察で

きる。

保育活動の重要度の順位で、欠損値が各項目１７％

以上見られたのは、保育活動には順位がつけられな

いの理由で空欄になっていたり、すべての項目に１

番をつけている等の保育観の差異があると考えら

れる。

２．外遊びの日数／週・時間／日

外遊びの重要性は意識しているのであるが、実際

の外遊びの１週間のうちの日数、１日の時間をみる

とばらつきがある。１週間のうち「３日から４日」

の外遊び日数が、３歳児９．８％、４歳児３．９％、５歳

児で２．１％あり、１日の外遊び時間が「３０分未満」が

３歳児７．８％、４歳児０．０％、５歳児２．１％あった。

筆者の２４年間の幼稚園教諭としての経験値からする

と考えられないことである。「３０分未満」では、外

に出て遊びこむことはできないと考える。時間的な

ことから考えても運動量は非常に少ないと推察でき

る。つまり、外遊びの重要であると意識はしている

が、実態がともなっていないのである。

このように外遊びの日数、時間が少ないクラスが

あることは事実である。このクラスの幼稚園教諭が

なぜ外遊びの時間が少ないのか原因を追及し、改善

していくことが急務だと考える。

３．外遊びの内容

外遊びの内容の調査は、体育科学センターの体育

カリキュラム作成小委員会が実施したもの（石河

ら、１９８０）がある。幼稚園の自由遊び中に観察され

た活動と今回の調査を比較してみると（１９８０年の遊

びを基準にした調査項目を作成しておらず、また、

遊びは時代ととともに変容するものなので単純に比

較はできないが）、１９８０年は５０％以上実施されてい

る遊びで、今回の調査で５０％未満になったものは、

ジャングルジム、マット、平均台、たいこ橋であっ

た。逆に、１９８０年に見られなかった遊びで今回の調

査で５０％以上みられた遊びは、雲梯、スクーター乗

り、サッカー、団子づくり、植物遊び、虫探しであっ

た。この結果から推察できることは、幼稚園の園庭

の環境の変化が考えられる。たいこ橋がなくなり雲

梯になり、ジャングルジムは設置している園が少な

くなってきている。植物遊び、虫探しは１９８０年の調

査では活動として挙げられていないが、今回の調査

では植物遊び７３．９％、虫探し９６．７％で、動植物に関

連した遊びが多くみられる。その原因は社会環境の

変化が大きいと考えられる。

４．保育者の意識と外遊びの時間の関係

保育内容の重要度の意識と外遊びの時間の関係

で、４歳児、５歳児で有意な差がみられた。つまり、

幼稚園教諭の保育内容における外遊びの重要度の認

識を高めることで、外遊び時間が長くなる傾向にあ

る。幼稚園教諭の保育における外遊びの重要性のエ

ビデンスを提示し具体的に啓発していく必要性を再

確認した。

５．本調査の自由記述から

本調査の自由記述をみると、保育における外遊び

の重要性を痛感しているもの（外遊びでみられる子

ども社会を幼稚園から地域社会へ、外遊びにおける

子ども同士の関わり・集団でのごっこ遊びの大切
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さ、心と体の成長に欠かせない等）、また、体力・

運動能力の測定基準、判定基準について、運動能力

の低下している部分を補う具体的な遊び等の質問が

みられ幼稚園教諭自身が今の子どもの置かれている

現状を何とかしなければいけないという願い・思い

を感じとることができた。

一方、外遊びの重要性は十分理解できるが、光化

学スモッグ、紫外線等の子どもの体に及ぼす影響が

あり心配であるとの意見もみられた。

「紫外線の浴びすぎによる、日焼け、しわ、シミ、

良性、悪性の腫瘍や白内障等の健康の影響」、「オゾ

ン層破壊による紫外線増加」等の健康問題、環境問

題としての報道、情報を受けて、幼稚園でも紫外線

に対する意識が高まってきているように感じる。

子どもの紫外線対策は、太陽紫外線について、そ

して、その有害性についてしっかりと理解し、教育

者、保護者が対応しなければならない（市橋、

２００７）。また、その一方で、太陽紫外線の有用性も

理解する必要がある。例えば、ビタミン D は、自

分の体の中で合成することができ、合成される場所

は皮膚であり、合成には紫外線の助けが必要となる

（環境省、２００８）。ビタミン D の主な働きはカルシ

ウム代謝の調整であり、幼児の発育に関しては骨を

形成する過程で大きな役割をはたす。また、ビタミ

ン D は免疫能力を高めるといわれている。

日本では乳幼児の紫外線対策に関しては、母子健

康手帳から「日光浴」の表現が「外気浴」に変わっ

たこと（１９９８年から変更）、２００５年環境省から「紫

外線対策マニュアル」が発刊され（２００８年６月改

訂）、気象庁から「紫外線インデックス」が情報と

してある。しかし、保育現場には、情報は十分に伝

わっているとは思えない。

保育現場での紫外線対策としては、まず、保育者

が、紫外線に対する正しい情報を得て、太陽紫外線

の有用性と有害性の両方の健康影響についての最新

の知識を持つことが大切である。そして、太陽紫外

線の影響は個人差があるので（環境省、２００８，母の

友、１９９８）、子ども一人ひとりに応じた対応が必要

である。

乳幼児に太陽紫外線の健康面でのリスクがあるな

らば、厚生労働省、文部科学省が戸外遊びやプール

遊びのなどに何らかの方策を講じてくるはずであ

る。過剰反応をして保育室に閉じこもって戸外で遊

ばないことは、不健康であると考える。

このようなことから、幼児の健康な生活のために

は、太陽紫外線に対して必要以上に恐れずに、対策

をしっかりして、戸外遊びをすることが大切だと考

える。

筋力低下を意識しており、鉄棒、雲梯の活動を意

識的に取り入れているとの記述もあったが、鉄棒、

雲梯の遊びは筋力をアップするというよりバランス

の問題、調整力の問題で、あまり筋力アップにはつ

ながらない。幼児期には筋力を鍛えるより調整力を

高める方が大切なのである。結果的には望ましい遊

びの提示ではあったが、基本動作、運動能力の基礎

的な知識を幼稚園教諭が持つことが、幼児へ遊びを

促す時の指針になると考える。

�．要 約

幼稚園における外遊びの実態と幼稚園教諭の外遊

びの意識について論究した。

本研究は、幼稚園の外遊びの実態、幼稚園教諭の

外遊びの意識を把握することを目的とし、京都府、

大阪府、兵庫県、広島県の私立幼稚園１０園の保育者

１００名を対象に、幼稚園の外遊びの実態と保育者の

意識に関する内容の外遊びに関する質問紙調査を実

施した。回答にあたっては無記名で、回答の得られ

た９２票（回収率９２．０％）を分析の対象とした。

その結果、ほとんどの幼稚園教諭が保育において

外遊びは重要であると感じていること、外遊びをす

ることにより基礎体力がつく、自然と触れ五感を刺

激する、気持ちを解放する、社会性を身につけるな

どの要素があることも意識していることが明らかに

なった。しかし、規則正しい生活を身につけるでは、

「あまり思わない」を選択した幼稚園教諭が１２．１％

いた。自律神経、ホルモン等、幼児が外遊びをして

いる時に外から受ける影響については認識が薄いと

推察できた。保育活動の重要度の順位で、欠損値が

各項目１７％以上見られたのは、保育活動には順位が

つけられないの理由で空欄、すべての項目に１番を

つけている等の保育観の差異によるものであると考

えられた。外遊びの重要性は意識しているのである

が、実際の外遊びの１週間のうちの日数、１日の時

間をみるとばらつきがあった。外遊びの日数、時間

が少ないクラスがあることは事実であり、このクラ

スの幼稚園教諭がなぜ外遊びの時間が少ないのか原

因を追及し、改善していくことが急務だと示唆し

た。遊び内容は、時代と共に変容している遊びと変
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容していない遊びがあり、それらは、物的、社会的

な影響が大きいと考えた。

保育内容の重要度の意識と外遊びの時間の関係

で、４歳児、５歳児で有意な差がみられ、幼稚園教

諭の保育内容における外遊びの重要度の認識を高め

ることで、外遊び時間が長くなる傾向にあった。幼

稚園教諭の保育における外遊びの重要性を啓発して

いく必要性を再確認した。

アンケートの自由記述をみると、保育における外

遊びの重要性を痛感しているもの、体力・運動能力

の測定基準、判定基準について、運動能力の低下し

ている部分を補う具体的な遊び等の質問がみられ幼

稚園教諭自身が今の子どもの置かれている現状を何

とかしなければいけないという願い・思いを感じと

ることができた。一方、外遊びの重要性は十分理解

できるが、光化学スモッグ、紫外線等の子どもの体

に及ぼす影響があり、心配であるとの意見もみられ

た。そこで、紫外線に関することにも言及した。以

上のようなことから、基本動作、運動能力の基礎的

な知識、紫外線等の環境に関する知識を幼稚園教諭

が持つことが、幼児へ外遊びを促す時の指針の一つ

になることを示唆した。
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